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高
知
山
田
線
建
設
に
伴
う
伏

原
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
、
弥
生

時
代
の
竪
穴
住
居
跡
な
ど
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
。
遺
跡
は
、
昨

年
十
月
か
ら
県
の
委
託
を
受
け

た(

財)

高
知
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
が
調
査
を
実
施
し
て
き

た
も
の
で
、
二
月
十
八

日
に
現
地
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

約
一
一
六
〇
平
方
㍍

の
発
掘
調
査
区
域
か
ら

は
、
弥
生
時
代
後
期
末

(

三
世
紀
末)

か
ら
古

墳
時
代

(

六
世
紀)

ま

で
の
竪
穴
住
居
跡
が
十

二
棟
、
平
安
時
代
の
建

物
跡
二
棟
の
ほ
か
弥
生

土
器
や
砥
石
、
矢
尻
、

ガ
ラ
ス
玉
、
須
恵
器
な

ど
遺
物
約
二
万
七
千
点

が
出
土
し
ま
し
た
。

特
に
注
目
さ
れ
る
の

が
弥
生
時
代
の
五
角
形

竪
穴
住
居
跡
で
、
一
辺

約
四
・
五
㍍
、
床
面
積
三
八
平

方
㍍
で
、
ほ
か
の
住
居
跡
よ
り

一
回
り
大
き
い
。
多
角
形
は
滋

賀
県
、
鳥
取
県
、
石
川
県
な
ど

で
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
近

畿
や
日
本
海
側
と
の
交
流
で
伝

わ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
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多くの考古学ファンが訪れた説明会 (土佐山田町伏原)

来
年
度
か
ら
新
校
舎
に
移
転
す
る
大
宮
小
で
、

現
在
の
校
舎
と
の

｢

お
別
れ
フ
ェ
ス
タ｣

が
三
月

三
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

四
十
三
年
前
に
建
て
ら
れ
た
現
在
の
校
舎
は
、

移
転
に
伴
い
取
り
壊
さ
れ
る
た
め
、
在
校
児
童
や

卒
業
生
、
地
域
の
方
と
一
緒
に
、
校
舎
で
の
最
後

の
思
い
出
づ
く
り
を
し
よ
う
と
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

縄
跳
び
大
会
や
昔
遊
び
、
ペ
タ
ン
ク
な
ど
の
体

験
で
世
代
間
の
交
流
を
深
め
た
ほ
か
、
二
階
廊
下

の
壁
に
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
自
由
に
書

い
て
、
校
舎
の
記
憶
を
あ
ら
た
め
て
心
に
刻
ん
で

い
ま
し
た
。
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三
月
十
日
、
第
二
土
佐
山
田
幼
稚
園
の
卒
園
記
念
の
お
別

れ
遠
足
で
森
林
総
合
セ
ン
タ
ー

(

土
佐
山
田
町
大
平)

を
訪

れ
た
園
児
と
保
護
者
が
万
華
鏡
づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
近
く
の
高
齢
者
交
流
グ
ル
ー
プ

｢

八
千
代
会｣

の
メ
ン
バ
ー
六
人
も
加
わ
っ
て
、
園
児
ら
の
手
助
け
を
し
、

同
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
自
然
の
草
花
を
入
れ
た
万
華
鏡
が
完

成
。
万
華
鏡
を
の
ぞ
く
と
園
児
ら
は

｢

す
ご
く
キ
レ
イ
！｣

と
驚
き
な
が
ら
も
う
れ
し
そ
う
に
何
度
も
の
ぞ
い
て
い
ま
し

た
。園

児
ら
は
、
こ
の
ほ
か
、
竹
の
け
ん
だ
ま
や
葉
っ
ぱ
を
魚

に
見
立
て
た
魚
釣
り
な
ど
、
自
然
を
生
か
し
た
遊
び
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。
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この日だけは､ 思いっきり落書き！ (大宮小)

万華鏡づくり (森林総合センター)
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三
月
四
日
に
開
か
れ
た
佐
岡

小
の
全
校
学
習
発
表
会
で
、
全

校
児
童
と
高
知
工
科
大
学
生
ら

が
一
緒
に
取
り
組
ん
だ
景
観
授

業

『

ま
ち
歩
き
と
ガ
リ
バ
ー
地

図
づ
く
り』

の
成
果
が
披
露
さ

れ
ま
し
た
。

昨
年
十
二
月
か
ら
三
回
に
わ

た
る
授
業
で
、
児
童
が
実
際
に

歩
い
て
発
見
し
た
佐
岡
地
域
の

良
い
所
、
悪
い
所
を
三
㍍
四
方

の
巨
大
な
地
図
に
記
し
、
学
習

の
成
果
を
保
護
者
や
地
域
の
方

に
発
表
し
ま
し
た
。

児
童
は

｢

佐
岡
は
自

然
が
い
っ
ぱ
い
。
自

分
た
ち
で
守
っ
て
い

き
た
い｣

と
堂
々
と

感
想
を
話
し
、
学
習

を
通
じ
て
ふ
る
さ
と

を
思
う
気
持
ち
が
育

ま
れ
て
い
る
よ
う
で

し
た
。

｢

塩
の
道｣

香
美
市
保
存
会
に
よ
り

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
塩
の
道
の
桜

公
園

(

香
北
町
西
川
黒
見)

で
、
三
月

十
日
に
二
回
目
の
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
は
、
保
存
会
の
ほ
か
、
市
内

外
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
約
三
十
人

が
参
加
し
て
、
ヤ
マ
ブ
キ
や
ア
ジ
サ
イ
、

梅
、
栗
、
ス
モ
モ
な
ど
た
く
さ
ん
の
木

が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

作
業
の
合
間
の
昼
食
に
は
、
山
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
地
元
の
手
作
り

弁
当
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
参
加
者
は
ご
ち

そ
う
に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
、
塩
の
道

の
展
望
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
ま
し

た
。

｢

学
問
の
神
様｣

と
し
て
知

ら
れ
る
谷
秦
山

(

一
六
六
三
〜

一
七
一
八
年)

の
墓
前
祭
が
二

月
十
八
日
、
ぐ
い
み
谷

(

土
佐

山
田
町
植)

の
墓
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

墓
前
祭
は
、
土
佐
の
南
学
を

再
興
し
た
藩
政
時
代
の
学
者
・

谷
秦
山
の
遺
徳
を
し
の
び
、
地

元
の
有
志
ら
で
つ
く
る

『

秦
山

会』
が
主
催
し
て
毎
年
二
月
第

三
日
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
も

の
で
、
今
年
は
地
元
住
民
や
関

係
者
ら
約
五
十
人
が
参
列
し
、

神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

全
国
火
災
予
防
運
動
期
間

中
の
三
月
七
日
、
香
美
市
消

防
署
前
で
、
土
佐
山
田
幼
稚

園
の
園
児
が
太
鼓
を
演
奏
し
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。演

奏
後
、
�
火
の
用
心
�

と
書
か
れ
た
か
わ
い
い
ハ
ッ

ピ
を
着
た
園
児
か
ら
、｢

こ

れ
か
ら
も
、
み
ん
な
の
ま
ち

を
守
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
送

ら
れ
た
エ
ー
ル
に
、
消
防
署

員
も
、｢

み
ん
な
の
元
気
を

も
ら
っ
て
、
火
災
予
防
に
頑

張
り
ま
す｣

と
お
礼
の
言
葉

で
応
え
て
い
ま
し
た
。

�������

�	�
��
���

!
"
�



�
#
�
$


%

墓前に手を合わせ (谷秦山墓所)

りりしい表情で演奏 (香美市消防署)
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ガリバー地図を使って発表する児童 (佐岡小)

ていねいに植樹 (塩の道の桜公園)
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第
１
回
香
美
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
な

ど
が
一
堂
に
会
し
、
交
流
を
深

め
る

『

香
美
市
少
年
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会』

が
二
月
十
日
、
香

美
市
香
北
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
、
八
団
体
・
十
二
チ
ー

ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
ご
ろ
は
種
目
の
異
な
る
ス

ポ
ー
ツ
に
励
む
子
ど
も
た
ち
が
、

こ
の
日
は
、
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で

交
流
を
深
め
、
楽
し
く
汗
を
流

し
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
優
勝
＝
山
田
少
年
サ
ッ
カ
ー

Ⅱ
、
準
優
勝
＝
物
部
ス
ポ
少
ソ

フ
ト
部
Ａ
、
三
位
＝
香
北
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
Ａ
、
三
位
＝
土
佐
山

田
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

平
成
18
年
度
土
佐
山
田
町

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議
会

表
彰
式

二
月
十
日
に
香
美
市
香
北
体

育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
個
人
と

団
体
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

(

敬
称
略)

▽
個
人
の
部
＝
岡
本
尋
翔

(

沖
縄
剛
柔
流
空
手
道
尚
武

館
高
知
支
部)

、
西
内
風
生

(

同)

、
横
山
遼
哉

(

同)

、

田
中
佑
季

(

山
田
少
年
剣
道

教
室)

▽
団
体
の
部
＝
山
田
少
年
剣

道
教
室
、
山
田
少
年
サ
ッ
カ
ー

ガ
ー
ル
ズ
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※上記の公式戦開催日は､ 秦山公園 (ふれあい広場､ 子どもの広場) を休園します｡
※駐車場に限りがありますので､ お近くの方は､ なるべく徒歩または自転車でご来場くださいますようお
願いします｡

▲

入場料＝前売り：高校生以上800円､ 中学生以下400円
当 日：高校生以上1,000円､ 中学生以下500円

【問い合わせ先】高知ファイティングドッグス球団 (�088－878－0775)

��������������������������������������������������������							
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前 期 日 程 対 戦 カ ー ド 後 期 日 程 対 戦 カ ー ド
４月13日 (金) 高知ＦＤ－徳島ＩＳ ７月27日 (金) 高知ＦＤ－香川ＯＧ
４月14日 (土) 高知ＦＤ－愛媛ＭＰ ７月28日 (土) 高知ＦＤ－香川ＯＧ
４月15日 (日) 高知ＦＤ－徳島ＩＳ ７月29日 (日) 高知ＦＤ－愛媛ＭＰ
５月12日 (土) 高知ＦＤ－徳島ＩＳ ９月１日 (土) 高知ＦＤ－愛媛ＭＰ
５月13日 (日) 高知ＦＤ－愛媛ＭＰ ９月２日 (日) 高知ＦＤ－香川ＯＧ
５月18日 (金) 高知ＦＤ－香川ＯＧ ９月15日 (土) 高知ＦＤ－徳島ＩＳ

※試合開始時刻はいずれも13時から
※雨天中止の場合あり

９月16日 (日) 高知ＦＤ－香川ＯＧ
９月17日 (月) 高知ＦＤ－徳島ＩＳ
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山田少年サッカーガールズ 山田少年剣道教室

▲

左
か
ら
岡
本
さ
ん
、西
内
さ

ん
、
横
山
さ
ん
、
田
中
さ
ん




